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十
二
月
議
会
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
二
十
一
名
が
登
壇
し
、
基
地
問
題
に
関
連
し
、
民
間
空
港
や

愛
宕
山
関
連
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
経
済
悪
化
か
ら
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
し
た
原
材

料
の
価
格
高
騰
対
策
等
緊
急
保
証
制
度
（
緊
急
保
証
制
度
）
」
と
「
浄
化
槽

の
法
定
検
査
の
実
施
状
況
と
検
査
料
金
の
低
減
」
更
に
「
国
道
188
号
の
渋
滞

対
策
と
旧
国
病
下
の
交
差
点
改
良
」
の
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

質
問
・
答
弁
の
要
旨
は
左
記
の
通
り
で
す
。

迎  春

  

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 
 世

界
で
も
日
本
で
も
歴
史
の
大
き
な
変
わ
り
目
に
立
っ
て

い
ま
す
。

 
 

岩
国
で
も
艦
載
機
来
る
な
、
地
方
自
治
と
民
主
主
義

を
守
ろ
う
と
い
う
大
き
な
流
れ
は
、愛
宕
山
に
米
軍
住
宅

は
い
や
だ
、爆
音
訴
訟
へ
と
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 
 

今
年
は
衆
議
院
選
挙
が
あ
り
ま
す
。共
に
力
を
あ
わ
せ

て
新
し
い
日
本
を
、岩
国
を
つ
く
る
為
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。

緊
急
保
証
制
度
の
活
用
を

　
相
談
・
申
請
件
数
一
ヶ
月
間
100
件

　
　
　
　
　
　
　
　
前
年
同
期
の
20
倍

　

 
 

ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
恐
慌
の
影
響

と
投
機
マ
ネ
ー
に
よ
る
原
油
や
穀
物

の
高
騰
が
加
わ
り
、
日
本
経
済
は

い
っ
そ
う
の
打
撃
を
受
け
、
日
本
経

済
を
支
え
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
経
営
は
更
に
厳
し
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
、
年
末
を
乗

り
越
え
る
為
、
政
府
は
698
業
種
を

対
象
に
原
材
料
価
格
高
騰
対
応
等
緊

急
保
証
、
略
称
緊
急
保
証
制
度
・
セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

5
号
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
の
活
用
状
況
と
相
談

体
制
に
つ
い
て
求
め
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、
中
小
・
小
規
模
企
業
か

ら
相
談
及
び
申
請
は
一
ヶ
月
間
で
約

100
件
と
前
年
同
期
の
20
倍
以
上
も
あ

り
、
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

今
後
は
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

情
報
提
供
量
を
増
大
さ
せ
、
周
囲
徹

底
を
は
か
る
よ
う
に
す
る
。
更
に
本

来
の
目
的
で
あ
る
中
小
企
業
者
の
た

め
の
融
資
の
実
行
に
つ
な
が
る
よ
う
、

実
態
を
把
握
し
な
が
ら
認
定
事
務
を

進
め
て
い
く
と
し
ま
し
た
。

緊急保証制度とは

米国のサブプライムローン問題に端を

発した世界経済の成長鈍化と資源・食料

価格の高騰等の影響により、急激な原

油・原材料価格や仕入れ価格の高騰の

為、十分な価格転嫁を行なうことが難し

い中小企業・小規模事業者に対して、安

心実現の為の緊急対策として平成 20年
10月 31日から平成 22年 3月 31日まで
の時限措置として実施。

　この保証制度は、緊急保証の枠を20兆
まで拡大し、対象事業種を698業種、全
国の中小・小規模企業 314万企業をカ
バー。

　平成19年10月に導入された責任共有
制度の適用はなく、100％信用保証協会
の保証となり、対象業種の方は、一般保

証 8.000万円に加えて、別枠で 8.000万
円までの保証を利用できる制度です。

浄
化
槽
法
定
検
査

　
　
受
検
率
わ
ず
か
29.1
％
、

　
検
査
料
金
を
安
く
す
る
よ
う
求
め
る

私
は
、
浄
化
槽
設
置
者
の
多
く
の

み
な
さ
ん
か
ら
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・

清
掃
維
持
管
理
を
業
者
に
委
託(

年

6
回)

し
て
い
る
の
に
、
毎
年
、
山
口

県
浄
化
槽
協
会
岩
国
支
部
と
保
険
所

か
ら
法
定
検
査(

11
条)

を
受
け
る
よ

う
文
書
で
だ
び
重
な
る
よ
う
催
促
が

あ
る
こ
と
。
又
、
法
定
検
査
は
わ
ず
か

な
時
間
で
4
5
0
0
円
（
年
1
回
）
、

同
じ
内
容
に
し
て
は
高
す
ぎ
る
と
不

満
の
声
が
あ
る
こ
と
を
照
会
し
、
当

局
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
岩
国
市
内
で
の
浄
化
槽
の

法
定
検
査(

11
条)

の
実
施
状
況
と
今

後
の
検
査
料
金
の
引
下
げ
を
求
め
ま

し
た
。

　
答
弁
で
は
、
法
定
検
査(

11
条)

の

受
検
率
は
、
低
い
と
は
予
想
し
て
い

た
が
、
29.1
％
と
低
く
び
っ
く
り
し
て

い
る
。
受
検
率
を
上
げ
る
に
は
料
金

を
安
く
す
る
の
も
一
つ
の
方
策
だ
と

思
う
。
市
長
会
を
通
じ
て
山
口
県
に

強
く
要
望
す
る
と
し
ま
し
た
。

議員提出議案

　雇用対策、教育、福祉の充実を求める意見書(要旨）　

　　　　　　　　　　　　公明党反対討論　17対16で否決

　

 アメリカ発の金融危機がわが国の経済に確実に影響を与え、株価の暴

落、円高の急進で輸出減、生産減を強いられ、大企業だけでなく中小

企業にもその影響が波及している。

　こうした状況を打開する為の緊急対策を国に早急に講じるよう、①

企業に雇い止めの中止②失業給付金6兆円の活用③定額給付金2兆円を

雇用対策、教育、福祉に有効活用をもとめる。

山
田
泰
之
の
市
議
会
報
告



 
国
道
1
8
8
号
バ
イ
パ
ス
急
務

山
田
議
員
は
、
芸
予
地
震(

平
成
13

年
3
月)

の
際
、
青
木
の
弧
線
橋
の
処

で
陥
没
事
故
が
起
こ
り
、
通
行
不
能

に
な
っ
た
事
例
を
示
し
、
仮
に
橋
が

落
下
し
た
ら
電
車
も
運
行
不
能
に
な

り
交
通
網
は
完
全
に
南
北
に
遮
断
さ

れ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
早
急

に
代
替
の
道
路
・
バ
イ
パ
ス
が
急
が

れ
て
い
る
。
岩
国
市
と
し
て
の
対
応

を
求
め
ま
し
た
。

国
道
1
8
8
号
の
渋
滞
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

30
年
前
か
ら
多
く
の
住
民
、
又
議

員
が
渋
滞
対
策
を
求
め
て
き
た
が
、

議
会
答
弁
は
「
国
道
1
8
8
号
の
慢

性
的
な
交
通
渋
滞
解
消
の
為
、
南
道

路
の
南
伸
は
大
き
な
課
題
と
し
て
早

期
に
路
線
と
し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う

最
大
限
努
力
し
て
い
く
」
と
何
度
も

答
弁
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

い
っ
こ
う
に
前
進
が
見
ら
れ
な
い
。

　
必
要
性
は
認
識

　
　
財
源
確
保
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

答
弁
で
は
「
道
路
整
備
を
行
な
う

に
は
安
定
的
な
多
額
の
財
源
の
確
保

が
不
可
欠
で
す
が
、
道
路
財
源
を
取

り
巻
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い
」
「
最

新
の
需
要
推
計
な
ど
を
基
礎
に
新
た

な
整
備
計
画
を
策
定
す
る
」「
現
在
、

国
土
交
通
省
で
見
直
し
作
業
が
行
な

わ
れ
て
い
る
」
と
し
ま
し
た
。

山
田
議
員
は
、
財
源
問
題
を
い
わ

れ
る
が
、
住
民
が
必
要
と
す
る
道
路

は
建
設
す
る
よ
う
国
土
交
通
省
に
強

く
申
し
入
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
ま

し
た
。

　
旧
国
病
下
交
差
点
改
良

　
　
　
　
予
算
の
関
係
で
困
難

旧
国
病
下
の
交
差
点
改
良
に
つ
い

て
、
改
良
す
れ
ば
「
護
岸
の
老
朽
化
・

越
波
・
交
通
安
全
」
の
3
点
の
問
題

解
消
が
出
来
、
岩
国
市
と
し
て
「
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
」

し
か
し
、
予
算
の
関
係
で
困
難
と

答
弁
し
ま
し
た
。

山
田
議
員
は
、
こ
こ
の
事
業
に
10

億
、
20
億
と
架
か
る
事
業
で
は
な
い
。

道
路
を
少
し
拡
幅
し
、
右
折
車
線
、
左

折
車
線
を
設
け
れ
ば
改
良
は
可
能
と

実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　
西
村
幸
弘
議
員
に
対
す
る

　
　
　
　
　
辞
職
勧
告
決
議
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
会
一
致
で
採
決
さ
れ
る

(

辞
職
勧
告
決
議
の
要
旨
）

　
西
村
議
員
は
、
合
併
前
の
旧
美
和
町
長
時
代
に
於

け
る
虚
偽
有
印
公
文
書
作
成
、
同
行
使
の
罪
に
問
わ

れ
、
平
成
19
年
12
月
に
最
高
裁
判
所
は
懲
役
1
年

10
ヶ
月
、
執
行
猶
予
４
年
の
刑
が
確
定
し
ま
し
た
。
こ

の
判
決
を
受
け
、
岩
国
市
は
、
市
条
例
に
基
づ
き
町
長

退
職
時
に
支
払
わ
れ
た
退
職
金
一
四
八
〇
万
円
の
返

納
を
請
求
。

　
西
村
議
員
は
、
逆
に
岩
国
市
を
相
手
取
り
、
退
職
金

の
返
納
請
求
取
り
消
し
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　
西
村
議
員
は
、
議
員
報
酬
と
い
う
公
金
を
受
け
取

る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
不
当
と

し
て
、
速
や
か
に
市
議
会
議
員
を
辞
職
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

下水度料金値上げ反対
             　　　　日本共産党が反対討論

 下水道料金 (基本料一般家庭10立方メートル )は合併
前の料金　旧岩国市1ヶ月当たり 1169円、旧由宇町
1365円、旧玖珂・周東町 1312円、旧錦町1500円とバ
ラバラな状態でした。

 これを全市統一するということで旧由宇町の1ヶ月当

たり1365円の料金にする案に対して、日本共産党市議
団は、旧岩国市が一番人口が多く値上げになる。

 景気の厳しい今値上げすべきではないと反対しました。

要求・要望実現

道路側溝改良，舗装完了(南岩国3・4丁目県道）

道路の凹凸でトラックの振動が激しく、夜寝

られないとの苦情あり、県土木にて実施。

予算不足工事中断

　　　　　　　　　　南岩国町 3丁目
　片山川往還橋から下片山橋の間の左岸(94
ｍ )の嵩上げ工事。
　今年度は予算がないとして1／3でストッ
プ。一日も早い完成が待たれています。


